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１．研究計画の概要 
東アジア(東南アジアを含む)には、多様な生

活様式があり、それにともなった生活空間が

存在する。とくに都市は、その地域の文明文

化の精華のあらわれであり、都市空間の形態

や構造も、それぞれの文明文化の一つの表現

である。本研究は、東アジアに存在する多様

な都市の生活空間の構造が、どのようにして

成立したのか、その源流はどこにあるのか、

それらは東アジアの諸文化・諸文明とどのよ

うに関連しているのか、などについて研究を

行おうとするものである。 
 
２．研究の進捗状況 
 現在、当初の研究計画の多くが実施済みで

あり、予想したように中国の都市空間構造が

東アジア、東南アジアの地域に広く影響を与

えていることが確認された。しかし都城のよ

うに大規模な都市についてはその基本構造

と部分と、都市内部の居住空間のあり方とは

必ずしも同一レベルでは論じられないこと

がわかってきた。また漢字文化や儒教文化な

どの面では強い影響を受けている日本やベ

トナムでは、居住空間に関してはかなり異な

った伝統が生まれている。今後はこのような

比較検討を行ったうえで、それぞれの地域の

空間構造の個性を明らかにする必要がある。 
 
３．現在までの達成度 
 当初に掲げた目標の調査や資料収集は予

定通りに進んでおり、予想していた結論に近

づいているといえるので、おおむね順調に推

移している。 
 

４．今後の研究の推進方策 

 今後は、これまでの各地を対象にした研究

で得られた成果を比較検討したり、内外の既

往の研究業績の見直しによる検討をしたり

する中で結果をだしたい。また小規模はシン

ポジウムを開催して、他の研究者との意見交

換も行いたい。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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